
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電界を印加して強誘電性液晶物質を配向する方法において、
　多数のゲートライン、多数のデータライン及び多数の強誘電性液晶セルを持つ液晶表示
パネルを用意する段階と、
　前記強誘電性液晶セル内に強誘電性液晶物質を供給する段階と、
　前記強誘電性液晶セルに電界を印加して前記強誘電性液晶物質を初期配向する段階と、
　前記多数のデータラインを駆動するためのデータ駆動回路を用意する段階と、
　前記多数のゲートラインを駆動するためのゲート駆動回路を用意する段階と、
　前記データ駆動回路を経由して前記液晶パネルに共通電圧端子と基底電圧端子を含むソ
ース印刷回路ボードを接続する段階と、
　前記ゲート駆動回路を経由して前記液晶パネルに共通電圧端子と基底電圧端子を含むゲ
ート印刷回路ボードを接続する段階と、
　前記初期配向された強誘電性液晶物質を配向する段階
　を含み、
　前記配向する段階は、
　前記ソース印刷回路ボード上の共通電圧端子に第１電圧を供給する段階と、
　前記第１電圧と同時に前記ソース印刷回路ボード上の基底電圧端子に第２電圧を供給す
る段階と、
　前記ゲート印刷回路ボード上の共通電圧端子に前記第１電圧を供給する段階と、
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　前記第１電圧と同時に前記ゲート印刷回路ボード上の基底電圧端子に前記第２電圧を供
給する段階
　を含
　

　ことを特徴とする強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項２】
　前記強誘電性液晶物質を供給する段階は、前記強誘電性液晶物質を前記強誘電性液晶セ
ル内に注入する
　ことを特徴とする請求項１記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項３】
　前記強誘電性液晶物質を供給する段階は、前記強誘電性液晶物質を前記強誘電性液晶セ
ル内にディスペンシング（ Dispensing）する
　ことを特徴とする請求項１記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項４】
　前記初期配向された強誘電性液晶物質は、
　前記強誘電性液晶物質の初期配向を実質的に復元可能である
　ことを特徴とする請求項１記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項５】
　前記強誘電性液晶セルは、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶を含む
　ことを特徴とする請求項１記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項６】
　前記強誘電性液晶物質は、相転移温度以下に冷却される間、前記印加された電界により
初期配向されて、前記冷却された強誘電性液晶物質がネマティック相からスメクティック
Ｃ相に転移される
　ことを特徴とする請求項１記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項７】
　前記強誘電性液晶物質が配向される際、前記ゲートラインに電圧が実質的に印加されな
い
　ことを特徴とする請求項１記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項８】
　前記強誘電性液晶物質が配向される際、前記ゲートラインをフローティング状態にする
段階をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項９】
　前記強誘電性液晶物質が配向される際、前記ソース印刷回路ボードに共通パワー電圧が
印加されない
　ことを特徴とする請求項１記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項１０】
　多数のゲートライン、多数のデータライン及び初期配向された強誘電性液晶物質が含ま
れた多数の液晶セルを持つ液晶表示パネルを用意する段階と、
　データドライブチップに供給されるデジタルビデオデータの階調値に拘わらず一定の第
１電圧を前記多数のデータラインに供給する段階と、
　前記液晶表示パネルの共通電極に前記第１電圧と異なる第２電圧を印加して前記初期化
された強誘電性液晶物質を配向する段階と
　を含み、前記第１電圧と前記第２電圧との差電圧により前記強誘電性液晶物質を電界配
向させる
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み、
前記共通電圧端子に前記第１電圧を供給し、前記基底電圧端子に前記第２電圧を供給す

る際に、前記ソース印刷回路ボード上に設けられたガンマ回路チップの分圧抵抗の入力端
に供給される分圧のための正常駆動時の共通電圧を遮断する

と共に、
前記共通電圧端子に前記第１電圧を供給し、前記基底電圧端子に前記第２電圧を供給す

る際に、前記ソース印刷回路ボード上に設けられたガンマ回路チップの分圧抵抗の入力端



　ことを特徴とする強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項１１】
　前記初期配向された強誘電性液晶物質は、前記強誘電性液晶物質の初期配向を実質的に
復元可能である
　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項１２】
　前記強誘電性液晶セルは、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶を含む
　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項１３】
　前記強誘電性液晶物質は、相転移温度以下に冷却される間、前記印加された電界により
初期配向されて、前記冷却された強誘電性液晶物質がネマティック相からスメクティック
Ｃ相に転移される
　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項１４】
　前記強誘電性液晶物質が配向される際、前記ゲートラインに電圧が実質的に印加されな
い
　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項１５】
　前記強誘電性液晶物質が配向される際、前記ゲートラインをフローティング状態にする
段階をさらに含む
　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶の電界配向方法。
【請求項１６】
　多数のゲートライン、多数のデータライン、初期配向された強誘電性液晶物質が含まれ
た多数の液晶セル及び共通電極を持つ液晶表示パネルと、
　第１電圧を供給するための基底電圧端子と第２電圧を供給するための共通電圧端子を含
むソース印刷回路ボードと、
　前記多数のデータラインを駆動するためのデータ駆動回路と、
　前記第１電圧を利用して実質的に同一な電圧をデジタルビデオデータと独立的に発生す
るためのガンマ回路と、
　前記初期配向された強誘電性液晶物質が配向される際、前記共通電極に前記第２電圧を
供給するための共通電極駆動回路
　を具備し、
　前記液晶表示パネルは、前記データ駆動回路を経由して前記ソース印刷回路ボードに電
気的に接続され、前記第１電圧は、前記初期配向された強誘電性液晶物質が配向される際
、前記データ駆動回路を経由して前記多数のデータラインに伝送される
　

　ことを特徴とする強誘電性液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記初期配向された強誘電性液晶物質は、前記第１電圧と前記第２電圧によって復元可
能である
　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記強誘電性液晶セルは、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶を含む
　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記強誘電性液晶物質は、相転移温度以下に冷却する間、前記印加された電界により初
期配向されて、前記冷却された強誘電性液晶物質がネマティック相からスメクティックＣ
相に転移される
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に供給される分圧のための正常駆動時の共通電圧を遮断する
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と共に、
前記多数のゲートラインを駆動するためのゲート駆動回路をさらに具備し、前記ゲート

ラインには、前記第１及び第２電圧が供給される際、電圧が供給されない
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　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記ゲートラインは、前記第１及び第２電圧が供給される際にフローティング状態であ
る
　ことを特徴とする請求項 記載の強誘電性液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関わり、特に、正常駆動の際に使われる駆動回路を装着した状
態で強誘電性液晶セルの配向復元を可能にした強誘電性液晶の電界配向方法とこれを利用
した液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
　液晶表示装置は、ビデオ信号に対応して液晶に電界を印加して液晶の配列状態を制御し
光透過率をビデオ信号によって調節することにより画像を表示する。このような液晶表示
装置は、二枚のガラス基板の間に液晶が注入された液晶パネルと、その液晶パネルに光を
照射するための光源モジュール（あるいは、 'バックライトユニット 'と言う）と、液晶パ
ネルと光源モジュールを一体で固定するためのフレーム及びシャシなどの器具物と、液晶
パネルに駆動信号を印加するための印刷回路ボード（ Printed Circuit Board:以下、 "PCB
"と言う）を含む。
【０００３】
　液晶表示装置の製造工程は、基板洗浄、基板パターニング、基板合着 液晶注入、駆動
回路実装工程に分けられる。基板洗浄工程では、液晶パネルに使われる基板の表面の汚染
された異物質を、洗浄剤を利用して除去する。基板パターニング工程は、上部ガラス基板
のパターニングと下部ガラス基板のパターニングに分けられる。液晶パネルの上部ガラス
基板には、カラーフィルター、共通電極、ブラックマトリクスなどが形成されて、液晶パ
ネルの下部ガラス基板には、データラインとゲートラインなどの信号配線が形成されると
共に、データラインとゲートラインの交差部に薄膜トランジスタ（ Thin Film Transistor
:以下、 と言う）が形成されて、データラインとゲートラインの間の画素領域に画素電
極が形成される。
【０００４】
　基板合着／液晶注入工程は、液晶パネルの基板上に配向膜を塗布してラビングする工程
、上部ガラス基板と下部ガラス基板のそれぞれに光軸が直交する偏光子を付着する工程、
シーラント（ Sealant）を利用して上部ガラス基板と下部ガラス基板を合着する工程、液
晶を注入する工程及び液晶注入口を封止する工程を含む。駆動回路実装工程では、ゲート
ドライブ集積回路及びデータドライブ集積回路などの集積回路が実装されたテープ・キャ
リア・パッケージ（ Tape Carrier Package:以下、 と言う）を下部ガラス基板上に形成
されたパッド部に接続させる。このようなドライブ集積回路は、前述した TCPを利用した
テープ・オートメーティッド・ボンディング（ Tape Automated Bonding）方式以外にチッ
プ・オン・ガラス（ Chip On Glass;COG）方式で下部ガラス基板上に直接実装されること
ができる。
【０００５】
　このような製造工程により液晶パネルが製作されると、その液晶パネルと光源モジュー
ル及び PCBを一体で組立するモジュール組立工程 つながる。モジュール組立工程では、
メインフレーム内の空洞部に下から PCB、光源モジュール、液晶パネルが積層されて、そ
のメインフレームの側面と液晶パネルの縁を囲むようにメインフレームにトップケースが
組立 れる。
【０００６】
　そして、場合によって、メインフレームとトップケースの間に位置してメインフレーム
の底面をくるむボトムケースがメインフレームに組立 れる。ここで、 TCPは入力端が PCB
の出力パッドに接続して、出力端が液晶パネルの信号配線パッドに接続される。光源モジ
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ュールは、冷陰極ランプ（ CCFL）と導光板を含 同時に、導光板と液晶パネルの間に積
層されるプリズムシート、拡散板などの光学シートを含む。
【０００７】
　液晶表示装置内に注入される液晶は、流動性と弾性の性質を に持つ液体と固体の中
間状態である。現在まで、液晶表示装置で 多く適用されている液晶は、ツイスティド
ネマティックモード（ Twisted Nematic Mode:以下 と言う）である。このよう
な TNモードは、応答速度が遅れて視野角が狭い短所がある。これに比べて、強誘電性液晶
（ Ferroelectric Liquid Crystal;FLC）は、応答速度が速 い視野角特性を持つので最
近これに対する研究が活発に進行されている。
【０００８】
　これを詳しくすると、強誘電性液晶は、電気的、磁気的性質が同じ領域が層構造を成す
ようになり、電界に反応して仮想のコーン（ cone）を沿って回転しながら面内駆動する。
このような強誘電性液晶は、外部電場がなくても永久的な分極、すなわち、自発分極（ Sp
ontaneous Polarization）を持つので、まるで磁石と磁石の相互作用のように、外部電場
が印加されると、外部電場と自発分極の相互作用により速く回転するようにな 、他のモ
ードの液晶に比べて応答速度が数百倍から数千倍まで速い。
【０００９】
　また、強誘電性液晶は、液晶自体が面内スイッチング特性（ In Plane Swithching）を
持つので、特別な電極構造や補償フィルムが必要なしに広い視野角を具現することができ
る。このような強誘電性液晶には、電場の極性に応答して反応する特性によってブイスイ
ッチングモード（ V-Switching mode）とハーフブイスイッチングモード（ Half V-switchi
ng mode）に分けられる。
【００１０】
　ブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルでは、温度が低くなりながら等方相（ isot
ropic）→スメクティックＡ相（ Smectic A Phase:SA）→スメクティックＸ相（ Smectic X
 Phase:Sm X*）→結晶（ Crystal）に熱力学的な相転移が成り立つ。ここで、等方相は、
液晶分子が方向性と位置秩序を持たない状態であり、スメクティックＡ相は、液晶分子が
仮想の層に分離して、その仮想の層に垂直するように整列されて上下で対称性を持つよう
になる。
【００１１】
　そして、スメクティックＸ相は、スメクティックＡ相と結晶状態の中間状態である。ス
メクティックＸ相に液晶分子が相転移されたブイスイッチングモードの強誘電性液晶セル
は、図１のように、正極性の外部電圧（ +V）と負極性の外部電圧（ -V）に反応して配列状
態が変化されることで入射光の光透過率（ T）を高めるようになる。
【００１２】
　ところで、ブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルは、高速応答特性と広い視野角
特性があるが、自発分極値が大きいので 液晶セルを駆動するための有効電力が高 デ
ータ電圧を維持するためのストレージキャパシタ（ Storage Capaciter）の静電容量値が

大きくなる短所がある。したがって、ブイスイッチングモードの液晶が液晶表示
装置に適用されると、その液晶表示装置の消費電力を大きくして補助キャパシタの電極面
積を大きくするので開口率の低下をもたらすようになる。
【００１３】
　これに比べて、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルは、高速応答特性と
広い視野角特性を持つだけでなく、静電容量値が比較的小さいので動画像を表示するのに
有利で液晶表示装置の具現にさらに適合 る。ハーフブイスイッチングモードの強誘電性
液晶セルでは、図２のように、等方相からネマティック相（ Nematic phase:N*）に相転移
を誘発する転移温度（ Tni）以下の温度、ネマティック相（ N*）からスメクティックＣ相
（ Smectic C Phase:Sm C*）に相転移を誘発する転移温度（ Tsn）、スメクティックＣ相（
Sm C*）から結晶に相転移を誘発する転移温度（ Tcs）に温度が低くなりながら等方相（ is
otropic）→ネマティック相（ N*）→スメクティック C*相（ Smectic C Phase:Sm C*）→結
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晶（ Crystal）に熱力学的な相転移が成り立つ。
【００１４】
　このような強誘電性液晶の相転移過程と係わり、ハーフブイスイッチングモードの液晶
セルを製作する方法を、図３と参照して詳しく説明すると、次の通りである。方向性と位
置秩序を持たない等方相の初期温度で平行配向されたセル内に強誘電性液晶が注入される
。この等方相の温度から所定温度まで低くなると、強誘電性液晶がラビング方向に対して
平行に配向されるネマティック相（ N*）になる。ネマティック相（ N*）で徐々に温度をさ
らに下 ながら液晶セル内部に十分な電場を印加すると、ネマティック相（ N*）の強誘電
性液晶は、スメクティックＣ相（ Sm C*）に相転移しながら強誘電性液晶の自発分極方向
がセル内部に形成された電場方向と一致するように配列される。
【００１５】
　その結果、強誘電性液晶は、液晶セル内で平行配向処理された際の可能な二つの分子配
列方向の中で電界配向の際に印加した電場方向と自分の自発分極方向が一致するようにな
り全体的に均一な配向状態を持つようになる。一方、電界配向過程がないと、ネマティッ
ク相（ N*）からスメクティックＣ相（ Sm C*）に相転移しながら層が異なる二つの分子配
列がランダムに現われるようになる。
【００１６】
　このように強誘電性液晶の分子配列がランダムな双安定状態（ Random Bistable State
）になると、強誘電性液晶が均一に制御されにくい。このために、ハーフブイスイッチン
グモードの強誘電性液晶セルは、温度を下げながら数 [V]程度の直流電圧（ DC Voltage）
を印加して強誘電性液晶をネマティック相（ N*）からスメクティックＣ相（ Sm C*）に相
転移させることで強誘電性液晶を単安定状態（ monostable state）に配列されるようにす
る。図３で×印は、図面と垂直に入って行く方向に一致する強誘電性液晶の自発分極向と
電場方向を示す。
【００１７】
　ブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルの電界配向は、前述した製造工程で基板合
着／液晶注入工程後に実施される。電界配向の際、液晶パネルのデータラインには、ショ
ーティングバーに共通に接続されて電圧が印加されて、それと異なるショーティングバー
にゲートラインが共通に接続された状態でゲートラインに TFTのしきい電圧以上に設定さ
れたスキャン電圧が印加される。そして、上部ガラス基板の共通電極には、共通電圧（ Vc
om）が印加される。この際、強誘電性液晶には、共通電極に印加される共通電圧とデータ
ラインを経由して画素電極に印加される電圧により数 [V]程度の直流電圧が印加される。
【００１８】
　図４Ａ及び図４Ｂは、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルにおいて、電
圧による光透過率の変化を示すグラフである。図４Ａを参照すると、ハーフブイスイッチ
ングモードの強誘電性液晶セルは、負極性の電圧（ -V）あるいは負極性の電場により電界
配向された場合に、正極性の電圧（ +V）が印加された場合にだけ入射光の偏光方向を９０
゜変換することで入射光を透過させて、負極性の電圧（ -V）が印加されると入射光の偏光
方向を維持させて入射光をほとんど遮断するようになる。光透過率は、正極性の電場（ E
（ +））の強度に比例して増加されて電場（ E（ +））の強度が所定のしきい値以上に大き
くなると最大値で維持される。
【００１９】
　これと反対に、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルが正極性の電圧（ +V
）あるいは正極性の電場により電界配向されると、図４Ｂのように、負極性の電圧（ -V）
が印加された場合にだけ入射光を透過させて、正極性の電圧（ +V）が印加されると入射光
をほとんど遮断するようになる。
【００２０】
　これを、図５Ａと図５Ｂを参照して詳しく説明することにする。図５Ａと図５Ｂは、負
極性電場をハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルに印加して電界配向する際
の強誘電性液晶配列と、正極性及び負極性の外部電場が印加される際の強誘電性液晶配列
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の変化を示す。図５Ａと図５Ｂを参照すると、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性
液晶セルが負極性の外部電場（ E（ -））により電界配向されると、強誘電性液晶の自発分
極方向（ Ps）は、負極性の外部電場（ E（ -））と一致する方向に均一に配向される。
【００２１】
　このように電界配向された後に、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルに
正極性の外部電場（ E（ +））が印加されると、強誘電性液晶の配列が変わり、その自発分
極方向（ Ps）が正極性の外部電場（ E（ +））と一致するようになる。この際、液晶表示装
置の下板から入射された入射光の偏光方向は、配列が変わった強誘電性液晶により上板の
偏光子の偏光方向に変換されて、入射光は上板の偏光子を通して透過される。
【００２２】
　これに比べて、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶セルに負極性の外部電場
（ E（ -））が印加されたり外部電場が印加されないと、強誘電性液晶の配列が初期配列状
態をそのまま維持して、入射光は偏光方向を維持して上板の偏光子を通過することができ
なくなる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　ところで、従来の強誘電性液晶セルは、セルギャップが大略１ .２μｍ程度で低いので
、物理的な衝撃に初期配向が損傷されやすい問題点がある。このために、基板合着／液晶
注入工程後に初期電界配向処理された強誘電性液晶表示装置は、物理的な衝撃が頻繁に発
生するモジュール組立工程で初期電界配向が損傷されやすい。このように、初期配向が損
傷された強誘電性液晶パネルに対して電界配向を復元するためには、 TCPを液晶パネルか
ら分離させて、電界配向電圧源を各信号配線にまた連結しなければならない。したがって
、現在まで初期配向が損傷された強誘電性液晶パネルに対して初期配向を復元させること
ができる方法がないのが実情である。
【００２４】
　従って、本発明の目的は、強誘電性液晶セルの配向復元が可能で正常駆動の際に使われ
る駆動回路を利用して強誘電性液晶セルを配向することができるようにした強誘電性液晶
の電界配向方法及びこれを利用した液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　前記目的を達成するために、本発明に係る強誘電性液晶の電界配向方法は、多数のゲー
トライン、多数のデータライン及び多数の強誘電性液晶セルを持つ液晶表示パネルを用意
する段階と、前記強誘電性液晶セル内に強誘電性液晶物質を供給する段階と、前記強誘電
性液晶セルに電界を印加して前記強誘電性液晶物質を初期配向する段階と、前記多数のデ
ータラインを駆動するためのデータ駆動回路を用意する段階と、前記多数のゲートライン
を駆動するためのゲート駆動回路を用意する段階と、前記データ駆動回路を経由して前記
液晶パネルに共通電圧端子と基底電圧端子を含むソース印刷回路ボードを接続する段階と
、前記ゲート駆動回路を経由して前記液晶パネルに共通電圧端子と基底電圧端子を含むゲ
ート印刷回路ボードを接続する段階と、前記初期配向された強誘電性液晶物質を配向する
段階を含む。
【００２６】
　前記配向する段階は、前記ソース印刷回路ボード上の共通電圧端子に第１電圧を供給す
る段階と、前記第１電圧と同時に前記ソース印刷回路ボード上の基底電圧端子に第２電圧
を供給する段階と、前記ゲート印刷回路ボード上の共通電圧端子に前記第１電圧を供給す
る段階と、前記第１電圧と同時に前記ゲート印刷回路ボード上の基底電圧端子に前記第２
電圧を供給する段階を含む。
【００２７】
　前記強誘電性液晶物質を供給する段階は、前記強誘電性液晶物質を前記強誘電性液晶セ
ル内に注入する。

10

20

30

40

50

(7) JP 3920821 B2 2007.5.30



【００２８】
　前記強誘電性液晶物質を供給する段階は、前記強誘電性液晶物質を前記強誘電性液晶セ
ル内にディスぺンシング（ Dispensing）することを特徴とする。
【００２９】
　

ことを特徴とする。
【００３０】
　前記初期配向された強誘電性液晶物質は、前記強誘電性液晶物質の初期配向を実質的に
復元可能であることを特徴とする。
【００３１】
　前記強誘電性液晶セルは、ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶を含むことを
特徴とする。
【００３２】
　前記強誘電性液晶物質は、相転移温度以下に冷却する間、前記印加された電界により初
期配向されて、前記冷却した強誘電性液晶物質がネマティック相からスメクティックＣ相
に転移されることを特徴とする。
【００３５】
　前記強誘電性液晶物質が配向される際、前記ゲートラインに電圧が実質的に印加されな
いことを特徴とする。
【００３６】
　本発明に係る強誘電性液晶の電界配向方法は、前記強誘電性液晶物質が配向される際、
前記ゲートラインをフローティング状態にする段階をさらに含む。
【００３７】
　前記強誘電性液晶物質が配向される際、前記ソース印刷回路ボードに共通パワー電圧が
印加さ いことを特徴とする。
【００３８】
　本発明の他の発明に係る強誘電性液晶の電界配向方法は、多数のゲートライン、多数の
データライン及び初期配向された強誘電性液晶物質が含まれた多数の液晶セルを持つ液晶
表示パネルを用意する段階と、 デジタルビデオデータ
の階調値 第１電圧 記液
晶表示パネルの共通電極に前記第１電圧と異なる第２電圧を印加して前記初期化された強
誘電性液晶物質を配向する段階 を含

。
【００３９】
　本発明に係る強誘電性液晶表示装置は、多数のゲートライン、多数のデータライン、初
期配向された強誘電性液晶物質が含まれた多数の液晶セル及び共通電極を持つ液晶表示パ
ネルと、第１電圧を供給するための基底電圧端子と第２電圧を供給するための共通電圧端
子を含むソース印刷回路ボードと、前記多数のデータラインを駆動するためのデータ駆動
回路と、前記第１電圧を利用して実質的に同一な電圧をデジタルビデオデータと独立的に
発生するためのガンマ回路と、前記初期配向された強誘電性液晶物質が配向される際、前
記共通電極に前記第２電圧を供給するための共通電極駆動回路を具備する。
【００４０】
　前記液晶表示パネルは、前記データ駆動回路を経由して前記ソース印刷回路ボードに電
気的に接続されて、前記第１電圧は前記初期配向された強誘電性液晶物質が配向される際
、前記データ駆動回路を経由して前記多数のデータラインに伝送されることを特徴とする
。
【００４１】
　本発明に係る強誘電性液晶表示装置は、前記多数のゲートラインを駆動するためのゲー
ト駆動回路をさらに具備する。
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前記共通電圧端子に前記第１電圧を供給し、前記基底電圧端子に前記第２電圧を供給す
る際に、前記ソース印刷回路ボード上に設けられたガンマ回路チップの分圧抵抗の入力端
に供給される分圧のための正常駆動時の共通電圧を遮断する

れな

データドライブチップに供給される
に拘わらず一定の を前記多数のデータラインに供給する段階と、前

と み、前記第１電圧と前記第２電圧との差電圧により
前記強誘電性液晶物質を電界配向させることを特徴とする



【００４２】
　前記ゲートラインには、前記第１及び第２電圧が供給される際に電圧が供給されないこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明に係る強誘電性液晶の電界配向方法とこれを利用した液晶表示装置は、強誘電性
液晶が注入された液晶パネルにデータ駆動回路とゲート駆動回路を接続させて、そのデー
タ駆動回路とゲート駆動回路を制御して必要な信号を印加するためのソース PCBとゲート P
CB上に形成された Vcom端子と GND端子に直流電圧を印加して強誘電性液晶セルに対して電
界配向を実施するようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４４】
　前記の目的以外に本発明の他の目的及び利点は添付した図面を参照した本発明の好まし
い実施例に対する詳細な説明を通して明らかになる。以下、本発明の実施例を添付した図
６乃至図９を参照して詳しく説明する。図６を参照すると、本発明の第１実施例に係る強
誘電性液晶表示装置は、強誘電性液晶が注入された液晶パネル（６２）と、液晶パネル（
６２）のデータライン（ DL１乃至 DLm）とソース PCB（６５）の間に接続されたデータ TCP
（６３）と、液晶パネル（６２）のゲートライン（ GL１乃至 GLn）とゲート PCB（６８）の
間に接続されたゲート TCP（６６）を具備する。
【００４５】
　液晶パネル（６２）は、二枚のガラス基板（７１、７２）の間に強誘電性液晶が注入ま
たはディスぺンシング（ Dispensing）して構成される。下部ガラス基板（７１）の光入射
面と上部ガラス基板（７２）の光出射面上には偏光方向が相互直交する偏光子が付着され
る。下部ガラス基板（７１）上に形成されたデータライン（ DL１乃至 DLm）とゲートライ
ン（ GL１乃至 GLn）は相互直交する。 TFTのゲート電極は該当ゲートライン（ GL１乃至 GLn
）に接続されて、ソース電極は該当データライン（ DL１乃至 DLm）に接続される。そして
、 TFTのドレイン電極は液晶セル（ Clc）の画素電極に接続される。
【００４６】
　また、液晶パネル（６２）の下部ガラス基板上には液晶セル（ Clc）の電圧を維持させ
るためのストレージキャパシタ（ Storage Capacitor:Cst）が形成される。このストレー
ジキャパシタは k（ただし、 kは１と n間の陽の整数）番目のゲートラインに接続された液
晶セル（ Clc）と前段の k-１番目のゲートライン（ G１乃至 Gn-１）の間に形成されること
もでき、 k番目のゲートラインに接続された液晶セル（ Clc）と別途の共通ラインの間に形
成されることもできる。
【００４７】
　液晶パネル（６２）の上部ガラス基板（７２）上には図示しないブラックマトリクス、
カラーフィルター及び共通電極（７３）が形成される。共通電極（７３）は光を透過させ
るように透明導電性物質、例えば、 ITO、 IZOなどで形成される。この共通電極（７３）に
は下部ガラス基板（７２）上に形成された銀ドット（ Ag dot）（７４）を経由して共通電
圧（ Vcom）が供給される。また、液晶パネル（６２）の上部ガラス基板（７１）と下部ガ
ラス基板（７２）のそれぞれには互いに平行配向処理された配向膜（図示しない）が形成
される。
【００４８】
　ソース PCB（６５）上にはタイミングコントローラーチップ（６０）とガンマ回路チッ
プ（６１）が実装される。タイミングコントローラーチップ（６０）は垂直／水平同期信
号とクロック信号を入力受けてデータ TCP（６３）とゲート TCP（６６）を制御するための
タイミング制御信号を発生して、そのタイミング制御信号をデータ TCP（６３）とゲート T
CP（６６）に供給する。
【００４９】
　また、タイミングコントローラーチップ（６０）はソース PCB（６５）上に形成された
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多数のデータバスを経由してソース TCP上にデジタルビデオデータを供給する。ガンマ回
路チップ（６１）は高電位共通電圧（ Vdd）と低電位共通電圧（ Vss）を分圧してそれぞれ
６段階のガンマ基準電圧を発生して、それぞれのガンマ基準電圧を分圧して各階調にあた
る細分化された正極性／負極性のアナログガンマ電圧を発生する。ガンマ回路チップ（６
１）から発生されたアナログガンマ電圧はデータ TCP（６６）に供給される。
【００５０】
　また、ソース PCB（６５）上にはデータ TCP（６６）を経由して液晶パネル（６２）に共
通電圧（ Vcom）を供給するための Vcom端子（６５ a）が形成されることと同時に、ソース P
CB（６５）上に形成されたタイミングコントローラーチップ（６０）、ガンマ回路チップ
（６１）及びデータ TCP（６３）に基底電圧（ GND）を供給するための GND端子（６５ b）が
形成される。 Vcom端子（６５ a）はソース PCB（６５）とソース TCP（６３）上に形成され
た配線を経由して下部ガラス基板（７２）上に形成された銀ドット（７４）に接続されて
共通電極（７３）に共通電圧（ Vcom）を供給するようになる。
【００５１】
　また、ソース PCB（６５）の電源入力端子には大略３ .３ Vの Vcc共通電源を供給するため
のコネクター（図示しない）が接続されて、ソース PCB（６５）上には電源回路（６９）
が実装される。 Vcc共通電源はタイミングコントローラーチップ（６０）に供給されてタ
イミングコントローラーチップ（６０）を駆動させることと同時に電源回路（６９）に供
給されて電源回路（６９）を駆動させる。電源回路（６９）は直流／直流変換器（ DC／ DC
 Converter）、パルス幅制御機、パルス周波数制御機などを含んで、 Vcc共通電源から６ V
以上の Vdd電圧、２ .５～３ .３ Vの間の共通電圧（ Vcom）、負極性の Vss電源、スキャンパ
ルスのハイ論理電圧である大略１５ V以上の VGH電圧及びスキャンパルスのロー論理電圧で
ある大略 -４ V以下の VGL電圧を発生する。
【００５２】
　ソース TCP（６３）にはデータドライブチップ（６４）が実装される。ソース TCP（６３
）の入力配線はソース PCB（６５）の出力パッドに接続されて、ソース TCP（６３）の出力
配線は異方性導電フィルム（ Anisotropic Conductive Film:ACF）により下部ガラス基板
（７２）上に形成されたデータパッドに接続される。データドライブチップ（６４）はタ
イミングコントローラーチップ（６０）から供給されるデジタルビデオデータをガンマ回
路チップ（６１）からの正極性または負極性アナログガンマ電圧に変換してデータライン
（ DL１乃至 DLm）に同時に供給する。
【００５３】
　ゲート PCB（６８）にはソース PCB（６５）から共通電圧（ Vcom）、基底電圧（ GND）、 V
GH電圧、 VGL電圧及びゲート TCP（６６）を制御するための制御信号が供給される。このゲ
ート PCB（６８）にはソース PCB（６５）と同じく、 Vcom端子（６８ a）と GND端子（６８ b
）が形成される。このゲート PCB（６８）の出力配線と下部ガラス基板（７２）のゲート
パッドの間にゲート TCP（６６）が接続される。
【００５４】
　ゲート TCP（６６）にはゲートドライブチップ（６７）が実装される。ゲート TCP（６６
）の入力配線はゲート PCB（６８）の出力パッドに接続されて、ゲート TCP（６６）の出力
配線は異方性導電フィルム（ Anisotropic Conductive Film:ACF）により下部ガラス基板
（７２）上に形成されたゲートパッドに接続される。ゲートドライブチップ（６７）はタ
イミングコントローラーチップ（６０）から供給される制御信号に応答してスキャンパル
スをゲートライン（ GL１乃至 GLn）に順次的に供給する。
【００５５】
　このような強誘電性液晶表示装置の電界配向方法を説明すると次の である。先に
、強誘電性液晶は大略１００℃内外の初期温度下で上下版の配向膜が平行に配向処理され
た液晶パネル（６２）内に注入される。引き継いて、等方相からネマティック相（ N*）に

転移されるようにする大略９０℃～１００℃程度の転移温度（ Tni）下で等方相の強誘
電性液晶はネマティック相（ N*）に変わるようになる。引き継いて、ネマティック相から
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スメクティックＣ相（ Sm C*）に 転移されるようにする大略６０℃～８０℃程度の転移
温度（ Tsn）以下まで温度がさらに低められると、強誘電性液晶の配列はネマティック相
（ N*）からスメクティックＣ相（ Sm C*）に変わるようになる。この転移温度（ Tsn）下で
強誘電性液晶の電界配向が実施される。
【００５６】
　強誘電性液晶の電界配向の際にソース TCP（６５）には Vcc電圧が供給されな ソース
TCP（６５）とゲート TCP（６５）のそれぞれに形成された Vcom端子（６５ a、６８ a）と GN
D端子（６５ b、６８ b）には強誘電性液晶を電界配向するための大略数 V程度の直流電圧が
印加される。タイミングコントローラーチップ（６０）と電源回路（６９）には Vcc電圧
が供給されないのでガンマ回路チップ（６１）には分圧のための共通電圧、すなわち、 Vd
d電圧と Vss電圧が供給されない。
【００５７】
　ガンマ回路チップ（６１）に、図７のように、 Vdd電圧と Vss電圧が供給されないと多数
の分圧抵抗（ R１乃至 R５）を含む分圧回路の入力段はフローティング（ floating）状態に
なる。この際、分圧抵抗（ R１乃至 R５）には電流が流れないので分圧抵抗（ R１乃至 R５）
の間に形成された各ガンマ基準電圧の出力ノード（ GMA１乃至 GMA５）には GND端子（６５ b
、６８ b）から入力される直流電圧（ VL、 VH）と等電位の電圧が印加される。
【００５８】
　また、それぞれのガンマ電圧をまた分圧して細分化されたガンマ電圧を生成するための
分圧回路それぞれの出力段にも GND端子（６５ b、６８ b）から入力される直流電圧（ VL、 V
H）と等電位の電圧が印加される。したがって、ガンマ回路チップ（６１）からデータド
ライブチップ（６４）に供給されるアナログガンマ電圧は図８のようにデータドライブチ
ップ（６４）に供給されるデジタルビデオデータの階調値にかかわらず一定するようにな
る。
【００５９】
　本発明の実施例に係る強誘電性液晶の電界配向方法は、強誘電性液晶の電界配向の際、
Vcom端子（６５ a、６８ a）に高電位直流電圧（ VH）を印加して、 GND端子（６５ b、６８ b
）に低電位直流電圧（ VL）を印加する。また、本発明の他の実施例に係る強誘電性液晶の
電界配向方法は強誘電性液晶の電界配向の際、 Vcom端子（６５ a、６８ a）に低電位直流電
圧（ VL）を印加して、 GND端子（６５ b、６８ b）に高電位直流電圧（ VH）を印加する。高
電位直流電圧（ VH）と低電位直流電圧（ VL）の電圧差は強誘電性液晶を電界配向すること
ができる数 V程度に設定される。
【００６０】
　 Vcom端子（６５ a、６８ a）に高電位直流電圧（ VH）が印加されて、 GND端子（６５ b、６
８ b）に低電位直流電圧（ VL）が印加されると、上部ガラス基板（７１）に形成された液
晶セル（ Clc）の共通電極（７３）には Vcom端子（６５ a、６８ a）と銀ドット（７４）を
経由して高電位直流電圧（ VH）が印加される。これと同時に、強誘電性液晶を間に置いて
共通電極（７３）と対向する液晶セル（ Clc）の画素電極には低電位直流電圧（ VL）が印
加される。
【００６１】
　この際、データドライブチップ（６４）にはタイミングコントローラーチップ（６９）
が駆動されないのでデータが印加されないか、値がランダムに選択されたデータが印加さ
れる。このようにデータドライブチップ（９４）に印加されるデータは '000000'（あるい
は '00000000'）であるか、階調値がランダムに選択されたデータが印加されるので図９の
ようにデジタルデータをアナログガンマ電圧に変換するためのデータドライブチップ（６
４）のデジタル -アナログ変換器（９１）は図８のように階調値にかかわらず GND端子（６
５ b、６８ b）に印加された低電位直流電圧（ VL）をデータライン（ DL１乃至 DLm）に供給
する。
【００６２】
　これと異なり、 Vcom端子（６５ a、６８ a）に低電位直流電圧（ VL）が印加されて GND端
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子（６５ b、６８ b）に高電位直流電圧（ VH）が印加されると上部ガラス基板（７１）に形
成された液晶セル（ Clc）の共通電極（７３）には Vcom端子（６５ a、６８ a）と銀ドット
（７４）を経由して低電位直流電圧（ VL）が印加される。これと同時に、強誘電性液晶を
間に置いて共通電極（７３）と対向する液晶セル（ Clc）の画素電極には高電位直流電圧
（ VH）が印加される。
【００６３】
　電源回路（ 69）からゲートハイ電圧（ VGH）やゲートロー電圧（ VGL）が発生されないの
で電界配向の際にゲートライン（ GL１乃至 GLn）は０ Vを維持したりフローティング状態を
維持する。したがって、電界配向の際、データライン（ DL１乃至 DLm）上の電圧は TFTの漏
洩電流として液晶セル（ Clc）の画素電極に印加される。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　上述したところのように、本発明に係る強誘電性液晶の電界配向方法とこれを利用した
液晶表示装置は、強誘電性液晶が注入された液晶パネルにデータ駆動回路とゲート駆動回
路を接続させて、そのデータ駆動回路とゲート駆動回路を制御して必要な信号を印加する
ためのソース PCBとゲート PCB上に形成された Vcom端子と GND端子に直流電圧を印加して強
誘電性液晶セルに対して電界配向を実施するようになる。その結果、本発明に係る強誘電
性液晶の電界配向方法とこれを利用した液晶表示装置は、強誘電性液晶セルの配向復元が
可能で正常駆動の際に使われる駆動回路を利用して強誘電性液晶セルを配向することがで
きるようになる。
【００６５】
　以上説明した内容を通して当業者であれば、本発明の技術思想を一脱しない範囲内で多
様な変更及び修正ができる。したがって、本発明の技術的範囲は、明細書の詳細な説明に
記載した内容に限定されるのではなく特許請求の範囲により決められなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】ブイスイッチングモードの強誘電性液晶の電圧対透過率特性を示すグラフである
。
【図２】ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶の相転移過程を示す図面である。
【図３】ハーフブイスイッチングモードの強誘電性液晶に電界配向可否による分子配列の
変化を示す図面である。
【図４Ａ】ハーフブイスイッチングモードの電圧対透過率特性を示すグラフである。
【図４Ｂ】ハーフブイスイッチングモードの電圧対透過率特性を示すグラフである。
【図５Ａ】電界配向の際の電場と駆動の際に印加される電場に反応するハーフブイスイッ
チングモードの強誘電性液晶を示す図面である。
【図５Ｂ】電界配向の際の電場と駆動の際に印加される電場に反応するハーフブイスイッ
チングモードの強誘電性液晶を示す図面である。
【図６】本発明の実施例に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図７】図６に図示したガンマ回路チップのガンマ回路を概略的に示す等価回路図である
。
【図８】図６に図示したガンマ回路チップから出力されるガンマ電圧を示すグラフである
。
【図９】図６に図示したデータドライブチップのデジタル -アナログ変換器を概略的に示
すブロック図である。
【符号の説明】
【００６７】
　６０：タイミングコントローラーチップ、６１：ガンマ回路チップ、６２：液晶パネル
、６３：データ TCP、６４：データドライブチップ、６５：ソース PCB、６６：ゲート TCP
、６７：ゲートドライブチップ、６８：ゲート PCB、６９：電源回路、６５ a、６８ a： Vco
m端子、６５ b、６８ b： GND端子。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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